
和歌山県教育委員会  『避難カード』から   

野 崎小 だ よ り 1１月号  

 

           令和５年１１月１日 和歌山市立野崎小学校  

 

   「もしもに備え、防災意識をたかめよう！」  

                                                    校長 川本 智之  

 

 秋から冬の空気に変わり、朝晩、肌寒さを感じる頃となりました。いよい

よ１１月に入り、早いもので２学期も後半に折り返しです。  

１０月２０日（金）１・２年生は「ビッグバン」、３・４年生は「稲むらの

火の館他」へ遠足に行きました。子どもたちは元気いっぱい館内を駆け回り、

また、地震津波の学習をとおして、友達と楽しい時間を過ごしました。  

１１月、野崎小学校では「きのくに学びの月間」の取組として、学校開放を

実施します（11/1(水)～11/30(木)）。子どもたちの学校での学習や活動の

様子を見ていただければと思います。また、１１月１８日（土）には、土曜参

観及び教育講演会を予定しています。前芦原小学校松田晃校長先生をお迎え

し、『人権教育のめざすもの～絵本の読み聞かせをとおして～』と題してご

講演いただきます。お気軽にお越しください。お待ちしています。  

皆さんは、『世界津波の日』をご存知でしょうか。平成２７年１２月の国連

総会で、１１月５日が「世界津波の日」として定められました。日本をはじめ

１４２か国が提案し、満場一致で採択されまし

た。この日は、江戸時代の後期、安政元年１１月

５日、安政南海地震による津波が和歌山県を襲

った際に、稲の束に火をつけ村人を救ったとい

う「稲むらの火」の故事にちなんでいます。ま

た、わが国では、平成２３年３月の東日本大震

災で甚大な津波被害が発生したことから、毎年

１１月５日を「津波防災の日」と定めました。  

南海トラフの地震は、約１００年周期で発生

しています。近い将来発生する確率が高い地震

と言われ、30 年以内に 70～80％程度の確率

でマグニチュード 8～9 クラスの地震が発生す

ると考えられています。 (R５ 年 1 月 現 在  地 震 調 査 研 究

推 進 本 部 発 表 ) 

巨大地震は、いつ起こるか分かりません。地

震・津波から命を守る対策が必要です。  


